
は
じ
め
に

二
〇
一
四
年
九
月
二
日
、
大
喜
直
彦
上
級
研
究
員
が
、
本
願
寺
史
料
研

究
所
保
管
の
日
記
･
記
録
の
中
よ
り
、
新
選
組
に
関
す
る
記
事
を
発
見
･

確
認
し
ま
し
た
。

従
来
、
新
選
組
の
西
本
願
寺
に
お
け
る
活
動
は
「
新
撰
組
始
末
記
」

（
新
人
物
往
来
社
編
『
新
選
組
史
料
集
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
三
年
）
に

記
述
さ
れ
て
い
る
の
が
、
す
べ
て
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
こ
の

始
末
記
が
歴
史
的
事
実
を
記
述
し
て
い
る
か
に
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
記
事
内
容
は
西
本
願
寺
で
の
新
選
組
の
活
動
を
示
す
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
で
し
た
。
こ
の
発
見
は
記
者
会
見

を
通
じ
て
公
表
さ
れ
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
各
記
事
の
整
理
・
研
究
の
補
助
を
し
て
き
た
私
が
、
発
見
史

料
の
紹
介
、
そ
し
て
東
京
築
地
本
願
寺
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
公
開
講
座

の
様
子
も
合
わ
せ
て
「
始
末
記
」
と
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
発
見
史
料
の
翻
刻
と
文
意

こ
こ
で
は
、
新
選
組
に
関
す
る
記
事
の
中
で
も
特
に
注
目
度
の
高
か
っ

た
史
料
二
点
（
①
②
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①「
諸
日
記
」
慶
応
元
年
六
月
二
十
五
日
条

一
来
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
撰
組土

方
歳
三

残
暑
甚
敷
御
座
候
処
、
愈
御
勇
壮
被
レ

為
レ

渡

奉
レ

賀
候
、
然
者
過
剋
参
上
、
無
レ

拠
場
合
無

新
選
組
新
史
料
発
見
始
末
記

本
願
寺
史
料
研
究
所



体
之
致
相
願
候
処
、
早
速
御
聞
済
被
レ

下
候

事
、
段
々
忝
奉
レ

存
候
、
就
而
ハ
明
早
朝
よ
り

取
懸
り
被
レ

下
候
趣
、
是
亦
忝
仕
合
、
何
分
速
ニ

奉
レ

願
候
、
猶

御
門
主
様
へ
も
御
序
ニ
宣
敷
御
礼

申
上
可
レ

被
レ

下
候
、
先
者
御
答
草
略

頓
拝

六
月
廿
五
日

網
野
九
十
九
様

野
村
郷
之
進
様

【
文
意
】

一
来
書
（
本
願
寺
へ
到
来
し
た
手
紙
）
新
撰
組
土
方
歳
三
よ
り

残
暑
が
甚
だ
し
い
状
況
で
す
が
、
い
よ
い
よ
ご
勇
壮
で
お
ら
れ
、

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
数
刻
前
そ
ち
ら
に
参
上
し
て
、
な
ん

と
も
仕
方
が
な
い
場
合
と
し
て
、
ご
無
理
な
お
願
い
致
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
早
速
お
聞
き
願
い
を
し
て
く
だ
さ
れ
た
事
、
い
ろ
い
ろ

忝

か
た
じ
け
な

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
い
て
は
明
早
朝
よ
り
工
事
に
取
り
か
か
っ

て
頂
け
る
と
の
事
、
こ
れ
ま
た
忝
い
事
で
す
。
な
に
ぶ
ん
す
み
や
か

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
奉
り
ま
す
。
な
お
、
広
如
御
門
主
様
へ

も
、
こ
の
機
会
に
よ
ろ
し
く
お
礼
を
申
し
上
げ
く
だ
さ
い
。
ま
ず
御

返
答
を
申
し
上
げ
ま
す
。

頓
拝

②「
諸
日
記
」
慶
応
元
年
六
月
二
十
二
日
条

（
慶
応
元
年
六
月
二
十
二
日
条
に
収
録
さ
れ
る
が
、
本
来
は
六
月
二
十
六
日

条
に
収
録
さ
れ
る
べ
き
も
の
。
前
掲
の
二
十
五
日
の
土
方
の
依
頼
内
容
と
西

本
願
寺
の
対
応
を
記
す
）

一
新
撰
組
取
締
土
方
歳
三
、
昨
廿
五
日
参

殿
仕
、
急
速
御
類
談
申
上
度
儀
有
レ

之
候
而
、

速
御
決
答
相
成
候
方
、
御
面
会
申
度

旨
申
達
候
ニ
付
、
則
御
納
戸
江
相
通
候
由
候
処
、

同
所
よ
り
九
十
九
面
会
可
レ

致
候
様
と
の
処
、
当
病

ニ
付
、
郷
之
進
出
会
仕
候
処
、
兼
而
拝
借
罷
在

候
御
場
所
、
手
広
御
座
候
得
共
、
多
人
数

ニ
付
、
当
節
者
一
畳
一
人
ツ
ヽ
位
之
割
に
て
、

炎
暑
之
時
節
、
誠
々
以
凌
兼
、
追
々
病
人

等
も
出
来
、
公
用
も
難
二

相
勤
一

ニ
付
、
局
中
一
統
よ
り

段
々
申
立
制
止
難
二

行
届
一

、
仍
レ

之
甚
無

体
成
願
ニ
ハ
御
座
候
得
共
、

阿
弥
陀
堂
之
内
、
御
差
支
不
二

相
成
一

御
場

所
、
畳
数
五
十
畳
程
之
処
、
拝
借
仕
度



旨
申
聞
候
ニ
付
、
右
ハ
如
何
様
御
願
有
候
共
、

御
差
支
之
条
、
十
四
日
講
会
所
之
辺
ニ
而
、

少
々
之
場
所
拝
借
位
之
義
ニ
候
ハ
ヽ
、
其
筋

江
可
二

申
入
一

旨
申
聞
候
処
、
右
場
所
ハ
締
方

ニ
差
支
候
間
、
只
今
拝
借
候
家
建
続
ニ
て

奉
レ

願
度
、
何
分
御
重
役
方
へ
御
申
入
、

否
御
答
、
今
日
致
二

承
知
一

度
旨
ニ
付
、
一
応

為
二

引
取
置
一

、
御
納
戸
江
及
二

示
談
一

候
処
、

阿
弥
陀
堂
之
義
者
、
御
申
通
も
無
レ

之
、
御
差
支

ニ
付
、
当
時
御
貸
与
ニ
相
成
候
集
会
所
中

内
陣
板
囲
取
締
幷
後
堂
板
敷

之
場
所
、
夫
々
畳
敷
込
、
南
北
壁
取

払
、
風
通
行
能
可
二

致
遣
一

旨
に
て
、
程
能
ニ
及

候
方
哉
ニ
評
考
仕
、
則
昨
日
奉
レ

伺
候
処
、
伺

之
通
、
御
下
知
相
成
候
ニ
付
、
以
二

書
中
一

、
右
之
段

申
出
候
処
、
別
紙
返
書
差
越
、
尚
亦

同
組
目
付
役
三
木
三
郎
与
申
者
罷

出
、
右
も
難
有
仕
合
、
局
中
一
統
奉
二

拝

謝
一

ニ
付
而
者
、
此
中
方
々
暑
気
御
困
苦
仕

居
候
間
、
何
卒
片
時
も
早
く
御
取
掛
奉
レ

願
度
旨
ニ
付
、
則
今
廿
六
日
早
天
よ
り

大
工
・
手
伝
方
相
廻
し
、
夫
々
取
片
付
為
レ

仕

「諸日記」慶応元年六月二十二日条 「諸日記」慶応元年六月二十五日条



候
、
多
分
今
日
中
出
来
も
可
レ

仕
、
其
上
引

渡
可
レ

遣
奉
レ

存
候
、
仍
而
此
段
奉
二

申
上
一

置

但
、
土
方
歳
三
書
面
入
二

御
覧
一

候

「
承
し
置
」

【
文
意
】

一
新
撰
組
取
締
土
方
歳
三
が
、
昨
二
十
五
日
本
願
寺
の
殿
舎
（
役

所
）
に
参
り
、
急
速
に
い
ろ
い
ろ
お
話
し
申
し
上
げ
た
い
事
が
あ
り
、

速
や
か
に
本
願
寺
の
ご
決
定
の
お
答
え
頂
き
た
く
、
御
面
会
を
御
願

い
し
た
い
と
伝
え
て
き
た
の
で
、
そ
こ
で
御
納
戸
を
通
じ
て
行
う
こ

と
と
し
、
同
所
役
人
網
野
九
十
九
が
面
会
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

病
気
の
た
め
、
野
村
郷
之
進
が
面
会
し
た
。

そ
こ
で
土
方
は
、
兼
ね
て
お
借
り
し
て
い
る
場
所
（
北
集
会
所
）

は
手
広
い
の
で
す
が
、
隊
士
の
人
数
が
多
い
た
め
、
現
在
は
畳
一
畳

に
つ
き
一
人
が
寝
る
と
い
う
有
様
で
す
。
炎
暑
の
時
節
、
本
当
に
本

当
に
我
慢
で
き
な
い
状
態
で
す
。
そ
の
た
め
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
、

病
人
な
ど
が
出
て
き
て
、
公
用
も
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
局

中
一
統
よ
り
様
々
な
申
し
立
て
が
あ
り
、も
う
制
止
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
大
変
無
理
な
お
願
い
と
は
存
じ
ま
す
が
、阿
弥
陀
堂
の
内
、

お
差
し
支
え
の
な
い
御
場
所
で
、
畳
数
五
〇
畳
程
を
拝
借
し
た
い
の

で
す
。

こ
の
旨
を
申
し
出
て
き
た
が
、
右
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
お
願
い

で
あ
っ
て
も
差
し
支
え
が
あ
る
。
十
四
日
講
会
所
の
付
近
で
、
少
々

の
場
所
を
貸
す
こ
と
く
ら
い
な
ら
で
き
、
そ
の
関
係
者
へ
申
し
入
れ

る
と
、
土
方
に
伝
え
た
。

そ
う
す
る
と
、
土
方
は
、
右
の
場
所
は
締
方
に
差
し
支
え
る
た
め
、

只
今
拝
借
し
て
い
る
家
に
建
て
続
け
で
お
願
い
し
た
い
と
望
ん
だ
。

何
分
、
本
願
寺
の
重
役
（
家
老
衆
）
へ
そ
の
事
を
申
し
入
れ
る
と
、

「
否
」
と
い
う
ご
返
答
で
あ
っ
た
。
土
方
も
今
日
そ
の
ご
返
答
を
承

知
し
た
い
（
受
け
入
れ
た
い
）
と
思
い
ま
す
と
伝
え
て
来
た
の
で
、

一
応
、
こ
の
願
い
は
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
た
。

御
納
戸
へ
示
談
し
た
と
こ
ろ
、
御
納
戸
か
ら
は
、
阿
弥
陀
堂
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
差
し
支
え
が
あ
る
の
で
、
現
在
貸
与
し
て
い
る
北

集
会
所
の
内
陣
を
板
囲
で
取
締
り
、
後う

し
ろ

堂ど
う

の
板
敷
き
の
場
所
に
畳

を
敷
き
込
み
、
南
北
の
壁
を
取
り
払
い
風
通
し
を
よ
く
す
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
適
度
に
環
境
も
よ
く
な
る
と
考
え
て
、
こ
の
意
見
を
昨
日

二
十
五
日
に
上
位
の
役
人
（
家
老
衆
）
へ
伺
い
を
立
て
た
と
こ
ろ
、

意
見
の
通
り
で
よ
い
と
い
う
門
主
よ
り
の
お
下げ

知ち

が
出
た
。

そ
こ
で
こ
の
こ
と
を
書
状
に
し
て
、
新
撰
組
方
へ
申
し
出
し
た
と

こ
ろ
、
別
紙
の
返
書
（
土
方
の
書
状
）
が
届
け
ら
れ
た
。
な
お
ま
た

新
撰
組
の
目
付
役
三
木
三
郎
と
い
う
者
が
参
上
し
て
、
こ
の
よ
う
な

お
計
ら
い
有
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
局
中
一
統
、
た
い
へ
ん
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
お
取
り
計
ら
い
の
な
か
、
暑
さ
で
み
な
困



苦
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
少
し
で
も
早
く
工
事
に
取
り
か

か
っ
て
頂
き
た
い
、
と
歎
願
し
て
き
た
。

そ
こ
で
今
日
二
十
六
日
早
天
よ
り
大
工
・
手
伝
方
を
手
配
し
、
各

職
人
が
自
分
の
担
当
箇
所
を
仕
上
げ
、
お
よ
そ
今
日
中
に
も
完
成
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
完
成
次
第
、
新
撰
組
方
へ
引
き
渡
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

よ
っ
て
こ
の
一
件
を
ま
と
め
て
、
申
し
上
げ
置
き
ま
す
。

但
し
、
土
方
歳
三
書
面
も
御
覧
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

「
承
し
置
」（
上
位
者
の
確
認
記
載
）

二
土
方
の
ゆ
・
う
・
う
・
つ

新
選
組
は
、
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
三
月
十
日
、
京
都
壬
生
の
屯
所

か
ら
西
本
願
寺
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
同
寺
を
退
去
し
た
の
は
、

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
六
月
十
五
日
で
す
。
移
転
し
て
き
た
時
の
屯
所

は
現
存
し
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
北き

た

集し
�
う

会え

所し
ょ

が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。
同
所

は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
十
八
日
に
、
亀
山
本
徳
寺
（
姫
路
市
）

へ
移
築
（「
御
用
向
日
々
取
扱
当
座
留
帳
」
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
）
さ
れ
、

同
寺
の
本
堂
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
北
集
会
所
は
、
現
在
の
阿
弥
陀
堂
北
側
に
所
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
場
所
は
現
在
伝
道
本
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
こ
の
発
見
史
料
で
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
北
集
会
所
に
入
っ
た

新
選
組
の
状
況
が
新
選
組
側
か
ら
吐
露
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

新
選
組
に
は
当
時
約
二
〇
〇
人
の
隊
士
が
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
北

集
会
所
で
は
狭
く
、
畳
一
畳
に
一
人
寝
る
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
旧
北
集
会
所
（
現
、
本
徳
寺
本
堂
）
の
図
面
を
み
る
と
、
外
陣
の

み
の
広
さ
が
二
〇
〇
畳
で
あ
る
た
め
、
土
方
側
の
主
張
が
正
し
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

そ
の
上
、
今
夏
は
暑
く
て
暑
く
て
耐
え
ら
れ
な
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

土
方
が
「
誠
に
誠
に
」
と
二
回
「
誠
に
」
を
使
用
す
る
と
こ
ろ
に
、
土
方

の
必
死
さ
を
感
じ
ま
す
。
通
常
、「
誠
に
」
と
い
う
の
は
一
回
の
使
用
で

事
足
り
る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
二
回
表
現
す
る
の
は
「
本
当
に
本
当
に
」
暑

く
て
我
慢
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

土
方
は
、
こ
れ
で
は
「
公
用
」
も
で
き
ず
、
局
（
組
）
内
で
も
何
と
か

し
て
く
れ
と
の
声
が
制
止
で
き
な
い
状
態
に
あ
り
、
病
人
も
出
て
い
る
と

訴
え
ま
す
。

こ
の
病
人
に
つ
い
て
は
、
医
師
、
幕
府
の
将
軍
侍
医
な
ど
を
務
め
た
、

松
本
良り

ょ
う

順じ
�
ん（

一
八
三
二
〜
一
九
〇
七
）
の
回
想
録
『
蘭ら

ん

疇ち
�
う自

伝
』（
一
九

〇
二
年
稿
了
）
に
、
慶
応
元
年
閏う

る
う五

月
頃
、
良
順
が
屯
所
見
舞
い
を
行
っ

た
時
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
隊
士
に
横
や
仰
向
け
で

寝
転
が
る
も
の
、
裸
姿
の
も
の
が
多
く
、
無
礼
で
規
律
が
な
っ
て
な
い
と
、

良
順
が
近
藤
勇
に
迫
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

近
藤
は
、
こ
れ
は
皆
病
人
で
仕
方
が
無
い
の
で
あ
る
、
と
答
え
て
い
ま

す
。
良
順
は
、
そ
の
数
が
全
体
の
三
分
の
一
に
も
至
っ
て
い
る
と
し
て
、

「
驚
く
に
堪
え
た
り
」
と
言
っ
て
い
ま
す
（
小
川
鼎
三
・
酒
井
シ
ヅ
『
松
本

順
自
伝
･
長
与
専
斎
自
伝
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
八
〇
年
）。



新
選
組
は
、
こ
の
時
三
分
の
一
＝
お
よ
そ
七
〇
人
弱
が
病
人
で
、
隊
士

と
し
て
役
に
立
た
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
話
は
良
順
の
回

想
録
で
、
話
の
内
容
が
数
十
年
前
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
信
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
史
料
か
ら
そ
れ
が
事
実
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
の
病
人
を
出
し
た
環
境
の
劣
悪
さ
は
事
実
で
、
土
方
が
西
本

願
寺
に
必
死
に
訴
え
た
の
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
新
選
組
が
機
能
し
な
く
な

る
こ
と
を
焦
っ
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

従
来
、
壬
生
か
ら
西
本
願
寺
へ
の
移
転
は
、
長
州
藩
と
西
本
願
寺
の
つ

な
が
り
に
対
し
て
監
視
す
る
た
め
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
事
実
で

す
が
、
今
回
の
史
料
内
容
か
ら
み
て
、
隊
士
増
加
に
よ
る
広
い
空
間
確
保

の
必
要
性
と
い
う
理
由
が
大
き
い
の
で
は
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
隊
士
の
移

動
も
大
が
か
り
に
な
り
遠
方
で
は
労
力
が
大
き
い
た
め
、
壬
生
か
ら
よ
り

近
い
本
願
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

新
選
組
は
当
初
ま
が
り
な
り
に
も
「
尊
皇
攘
夷
」
の
思
想
集
団
と
し
て

結
束
し
て
い
ま
し
た
。
幕
府
も
建
前
で
は
当
初
「
攘
夷
」
の
立
場
で
し
た
。

し
か
し
駐
屯
前
年
六
月
の
英
仏
米
蘭
四
カ
国
艦
隊
に
よ
る
長
州
藩
の
下
関

攻
撃
に
よ
り
、
幕
府
は
西
欧
の
力
を
知
り
、
事
実
上
攘
夷
を
放
棄
し
ま
し

た
。
但
し
朝
廷
に
対
し
て
は
攘
夷
の
態
度
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

土
方
･
近
藤
ら
新
選
組
も
幕
府
方
と
し
て
尊
皇
攘
夷
を
放
棄
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
西
本
願
寺
に
駐
屯
す
る
頃
か
ら
本
来

の
結
束
力
を
失
い
、
こ
の
結
束
力
を
維
持
す
る
た
め
暴
力
的
な
方
向
で
引

き
締
め
を
は
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
事
実
駐
屯
頃
よ
り
隊
士
切
腹
が

増
加
し
て
い
ま
す
（
松
浦
玲
『
新
選
組
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
三
年
）。

こ
の
結
束
力
の
弱
体
化
は
、
新
選
組
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
大
き
な
課
題

で
、
そ
の
上
、
駐
屯
の
劣
悪
環
境
が
そ
れ
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
、
土
方

が
焦
り
、
必
死
に
西
本
願
寺
に
訴
え
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
土
方
は
つ
い
に
隣
の
阿
弥
陀
堂
の
な
か
で
五
〇
畳
ほ
ど
を

使
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
要
求
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
事
実
は
今
ま
で
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
阿
弥
陀
堂
は
西
本
願
寺
の
聖
域
で
、
こ

の
要
求
は
、
さ
す
が
の
土
方
も
「
拠よ

ん
所
な
き
無
体
な
」
願
い
と
認
め
て

い
る
よ
う
に
、
西
本
願
寺
に
と
っ
て
は
無
茶
な
要
求
で
し
た
。
そ
れ
を
知

っ
た
上
で
土
方
が
願
っ
た
の
は
、
上
記
の
よ
う
に
新
選
組
の
存
亡
に
関
わ

る
事
態
に
至
っ
て
い
た
か
ら
な
の
で
す
。こ
れ
は
彼
の
最
後
の
カ
ー
ド
で
、

こ
の
こ
と
を
切
り
出
せ
ば
、西
本
願
寺
が
動
く
と
判
断
し
た
の
で
し
ょ
う
。

西
本
願
寺
は
当
然
阿
弥
陀
堂
使
用
を
許
可
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
西
本
願

寺
は
、
北
集
会
所
の
後
堂
の
場
所
に
畳
を
敷
き
、
南
北
の
壁
を
破
っ
て
風

通
し
を
よ
く
す
る
と
い
う
提
案
を
し
ま
し
た
。
こ
の
対
応
も
こ
れ
ま
で
は

知
ら
れ
て
い
な
い
内
容
で
す
。

最
後
に
暑
気
で
困
苦
し
て
い
る
の
で
、
早
く
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
と

土
方
が
訴
え
、
西
本
願
寺
は
二
十
六
日
早
朝
か
ら
実
施
す
る
と
返
答
し
て

い
ま
す
。

①
の
手
紙
は
土
方
の
礼
状
で
す
が
、
無
理
な
お
願
い
を
詫
び
、
そ
し
て

は
や
く
工
事
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
て
お
り
、
か
な
り
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
六
月
十
五
日
、
新
選
組
は
不
動
堂
村
に
転
居



し
ま
す
。
こ
の
移
転
の
功
労
者
は
西
本
願
寺
家
臣
奉
行
人
富
島
武
裕
で
し

た
。
莫
大
な
費
用
も
苦
労
の
末
、
解
決
に
持
ち
込
ん
だ
よ
う
で
、
そ
の
た

め
、
宗
主
よ
り
褒
美
を
受
け
て
い
ま
す
。
移
転
後
も
、
新
選
組
懸
か
り
と

い
う
役
務
が
存
在
し
、
上
原
可
宣
が
そ
の
頭
取
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
実
も
初
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。

三
公
開
講
座
点
描

──
二
〇
一
四
年
度
本
願
寺
史
料
研
究
所
公
開
講
座
──

以
上
の
史
料
は
二
〇
一
四
年
度
本
願
寺
史
料
研
究
所
公
開
講
座
に
お
い

て
展
示
、
紹
介
さ
れ
、
大
喜
直
彦
上
級
研
究
員
に
よ
る
講
演
「
新
選
組

土
方
歳
三
の
ゆ
・
う
・
う
・
つ
─
─
新
発
見
史
料
か
ら
─
─
」
と
併
せ
て

東
京
・
京
都
両
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
東
京
会
場
で
あ
る
築
地
本
願
寺
で
の
公
開
講
座
を
、
準
備

編
も
含
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

開
催
日
は
築
地
本
願
寺
の
報
恩
講
法
要
が
厳
修
さ
れ
る
十
一
月
十
一
日

と
決
め
て
、
私
た
ち
は
一
日
前
に
会
場
に
到
着
し
、
準
備
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
親
鸞
聖
人
関
東
伝
道
八
〇
〇
年
記
念
と
し
て
、
築
地

本
願
寺
で
は
初
め
て
の
講
座
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、
準
備
に
は
ず
い
ぶ
ん

手
間
取
り
ま
し
た
。

舞
台
や
講
演
台
の
設
営
も
手
慣
れ
ず
、
築
地
本
願
寺
の
職
員
の
方
々
に

お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
な
ん
と
か
完
成
。
ま
た
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
が
集
ま

っ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
利
用
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
タ
の
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
に
も
、
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
な
に
し
ろ
初
め
て
の
会

場
で
す
の
で
、
照
明
の
ス
イ
ッ
チ
や
マ
イ
ク
の
調
整
の
場
所
も
わ
か
ら
な

い
有
様
で
し
た
。会
場
設
営
は
ほ
と
ん
ど
手
探
り
の
状
態
の
ま
ま
行
わ
れ
、

夕
方
遅
く
ま
で
か
か
り
な
が
ら
も
、
と
り
あ
え
ず
一
段
落
し
ま
し
た
。

今
回
の
公
開
講
座
で
は
発
見
し
た
史
料
を
展
示
し
た
の
で
す
が
、
東
京

で
展
示
を
行
う
の
は
初
め
て
で
し
た
。
現
地
で
レ
ン
タ
ル
し
た
展
示
ケ
ー

ス
に
新
選
組
記
事
が
載
っ
た
冊
子
四
点
を
陳
列
し
、
壁
に
は
史
料
の
写
真

パ
ネ
ル
四
点
を
設
置
し
た
ほ
か
、
各
史
料
に
関
す
る
解
説
も
展
示
し
ま
し

た
。さ

て
、
当
日
の
公
開
講
座
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
文
化

形
成
研
究
室
長
の
津
田

徹
英
氏
に
よ
る
、
第
一

部
「
親
鸞
聖
人
の
行
実

を
め
ぐ
る
二
、
三
の
知

見
─
─
関
東
伝
道
800
年

に
寄
せ
て
」
と
、
大
喜

上
級
研
究
員
の
第
二
部

「
新
選
組
土
方
歳
三
の

ゆ
・
う
・
う
・
つ
─
─

■

新
発
見
史
料
か
ら
─
─
」

の
二
本
立
て
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

赤
松
徹
眞
本
願
寺
史

展示史料写真



料
研
究
所
所
長
の
挨
拶
に

引
き
続
き
、
金
龍
静
本
願

寺
史
料
研
究
所
副
所
長
に

よ
る
「
築
地
本
願
寺
を
支

え
た
門
徒
た
ち
」
の
ミ
ニ

講
演
で
講
座
は
ス
タ
ー

ト
。
津
田
先
生
の
関
東
伝

道
八
〇
〇
年
を
記
念
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
し
い

知
見
を
加
え
た
精
緻
で
興

味
深
い
ご
講
義
の
お
か
げ

も
あ
り
、
当
日
は
参
加
者

二
〇
〇
人
で
会
場
は
埋
ま

り
、
研
究
所
初
め
て
の
京

都
以
外
で
の
公
開
講
座
開

催
で
し
た
が
、
盛
況
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
新
選
組
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
が
多
数
来
聴
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
フ
ァ
ン
の
方
々
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ブ
ロ
グ
等
で
情
報
交
換
を
し
、

誘
い
合
わ
せ
て
来
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
（
回
収
率
七
〇
％
）、
一
般
の
方
の
ご
参

加
が
七
五
％
で
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
公
開
講
座
へ
の
参
加
が
初
め
て
の

方
が
九
七
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。
ま
た
、
築
地
本
願
寺
へ
の
参
拝
が
今

回
初
め
て
と
い
う
方
が
五
〇
％
で
あ
る
一
方
、
西
本
願
寺
に
は
参
拝
し
た

こ
と
が
あ
る
方
が
八
六
％
で
し
た
。
関
東
圏
か
ら
の
聴
講
が
ほ
と
ん
ど
を

占
め
る
な
か
、
京
都
の
西
本
願
寺
へ
の
ご
参
拝
の
割
合
の
こ
の
高
さ
。
お

そ
ら
く
新
選
組
の
屯
所
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
西
本
願
寺
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
新
選
組
フ
ァ
ン
の
方
の
割
合
が
影
響
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。会

場
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
た
史
料
展
示
で
は
、
特
に
土
方
歳
三
の
手
紙

が
写
し
込
ま
れ
た
「
諸
日
記
」
慶
応
元
年
六
月
二
十
五
日
条
に
多
く
の
方

が
注
目
し
、
土
方
の
手
紙
の
内
容
を
じ
っ
く
り
と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

な
か
に
は
土
方
の
写
さ
れ
た
手
紙
を
み
て
、
こ
れ
は
「
歳
三
さ
ん
の
字

で
は
な
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
い
た
方
も
い
ま
し
た
。
写
し
で
す
の
で
、

記
録
し
た
の
は
本
願
寺
側
の
書
き
役
の
文
字
な
の
で
す
が
、
土
方
の
筆
跡

を
よ
く
知
っ
て
い
る
方
で
し
た
。
や
は
り
フ
ァ
ン
の
方
な
の
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
展
示
の
「
諸
事
被
仰
出
申
渡
留
」
な
ど
の
冊
子
の
厚
さ
を
見
て
、

本
願
寺
が
留
め
て
い
る
記
録
の
膨
大
さ
に
驚
く
方
や
、「
こ
の
史
料
の
中

に
、
新
選
組
や
隊
員
に
関
す
る
情
報
が
ま
だ
ま
だ
記
さ
れ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
」
と
期
待
を
示
す
方
も
あ
り
ま
し
た
。

第
二
部
講
演
の
反
響
も
非
常
に
大
き
く
、
大
喜
上
級
研
究
員
が
解
説
す

る
当
時
の
新
選
組
の
状
況
や
土
方
の
努
力
に
対
し
、
大
き
く
頷
き
な
が
ら

聞
き
入
っ
て
い
る
参
加
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
質
問
に
は
、
西
本

願
寺
は
新
選
組
が
好
き
で
す
か
、
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
新
選
組

は
西
本
願
寺
に
迷
惑
を
か
け
た
の
で
す
か
ら
、
フ
ァ
ン
の
方
か
ら
出
て
当

然
の
疑
問
で
し
た
。
大
喜
上
級
研
究
員
が
「
嫌
い
で
す
」
と
即
刻
答
え
る

と
、
会
場
は
少
し
ざ
わ
め
き
、
そ
の
あ
と
続
け
て
大
喜
研
究
員
が
「
で
も
、

公開講座風景



こ
こ
に
お
ら
れ
る
た
く
さ
ん
の
人
々
と
お
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
新
選
組
の
お
か
げ
で
す
の
で
、
今
は
好
き
に
な
り
ま
し
た
」
と

言
う
と
、
大
き
な
笑
い
が
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
大
喜
研
究
員
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
の
回
答
に
、
来
場
者
の

方
々
も
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
と
と
も
に
、
新
た
な
新
選
組
の
側
面
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

お
わ
り
に

公
開
講
座
の
感
想
と
し
て
「
今
後
こ
う
し
た
発
見
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
公
表

し
て
ほ
し
い
」「
今
後
も
史
料
研
究
を
続
け
、
今
回
の
よ
う
な
発
見
を
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
数
あ
が
り
ま
し
た
。
多
く
の
人

が
興
味
を
持
っ
て
い
る
新
選
組
と
い
う
テ
ー
マ
に
加
え
、
本
願
寺
史
料
研

究
所
の
公
開
講
座
で
は
初
め
て
実
物
史
料
を
展
示
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
反

響
は
大
き
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
回
答
だ
け
で
な
く
、
直
接
要
望
を
伝
え

て
来
ら
れ
る
参
加
者
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

講
座
終
了
後
、午
後
か
ら
は
築
地
本
願
寺
の
報
恩
講
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

講
座
で
は
法
要
冊
子
を
お
配
り
す
る
と
と
も
に
、
法
要
へ
の
参
拝
を
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
故
郷
で
の
報
恩
講
参
り
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
た
と
お

話
し
に
な
る
参
加
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
回
の
新
発
見
は
、
新
選
組
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
で
し
た
。
学
術
的
に

も
意
義
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
の
み
で
は
な
く
、

研
究
所
の
活
動
を
多
く
の
人
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
公
開
講
座
が

開
催
で
き
た
こ
と
も
大
変
有
意
義
な
も
の
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
公
開
講
座
が
普
段
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
に
接
す
る
こ

と
の
少
な
い
人
々
と
研
究
所
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
同
時
に
西
本
願
寺
と
特
に
ご
縁
の
な
か
っ

た
方
々
と
、
新
た
な
ご
縁
を
結
ぶ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
ど

う
ぞ
今
後
も
研
究
所
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
助
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。末

筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
そ
し
て
会
場
提

供
お
よ
び
設
営
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
築
地
本
願
寺
の
職
員
の

方
々
へ
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
公
開
講
座
に
関
す
る
詳
細
な
事
務
を

担
当
し
て
頂
い
た
本
願
寺
派
文
書
担
当
の
職
員
の
方
々
へ
も
合
わ
せ
て
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

＊
な
お
、
史
料
翻
刻
や
史
料
の
理
解
、
西
本
願
寺
と
新
選
組
の
関
係
に
つ
い

て
は
、大
喜
上
級
研
究
員
が
作
成
し
た
調
査
報
告
書
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

〈
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